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４ プラネタリウム  

（１）プラネタリウムの構成 

・ プラネタリウムドーム 直径 16ｍ 

・ 座席数 180席 

・ プラネタリウム機器 

光学式投映機  

（五藤光学 CHRONOSⅡ） 

デジタル式投映機 

（五藤光学 VIRTUARIUMⅡ） 

・ 音響装置 

・ コントロールコンソール 

・ 補聴装置（磁気誘導ループ方式） 

 

（２）各種投映 

ア 一般投映番組 

前半に星空解説、後半にオート番組の 2 部構成

で投映を行った。 

星空解説部分については、職員による生解説で

投映当夜の星空を紹介した。 

 

（ア）「火星～その先の宇宙  

スペースエクスプロア」 

占星術の時代から地動説の確立までの天文学の

発展の歴史、また天文学での発見がどのように宇

宙開発に活かされているのかを紹介した。 

投映期間 2018年 12月 1日（土） 

～4月 14日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）「賢治の星座早見～星のものがたり～」 

宮沢賢治が愛用した星座早見を舞台に、記憶を

なくした少女が星の世界を旅する物語を通して、

宮沢賢治の物語やその中に登場する星や星座を紹

介した。 

投映期間 4月 18日（木） 

～6月 16日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）「DARK UNIVERSE」 

宇宙の大部分を占めているが見ることができな

いダークマターやダークエネルギーについて、シ

ミュレーション映像や理論物理学者・佐治晴夫氏

の解説を交えて紹介した。 

投映期間 6月 18日（火） 

～9月 8日（日） 
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（エ）「星屑の鉱石ラジオ」 

「インフレーション理論」の提唱者の一人であ

る佐藤勝彦氏監修の下、「インフレーション」「ビ

ッグバン」といった難しく捉えられがちな理論物

理学の世界を美しい映像と音で表現しながら紹介

した。 

投映期間 9月 12日（木） 

～12月 1日（日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（オ）「地球ミュージアム」 

時間と空間を超えたバーチャルスペース「地球

ミュージアム」を舞台に、宇宙の始まりから現在

の地球に至るまでの長い歴史を、膨大な科学デー

タをもとにした迫力のある映像で紹介した。 

投映期間 12月 3日（火） 

～2月 21日（金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ ファミリーアワー 

幼児から小学校低学年やその家族を対象に、プ

ラネタリウムに親しんでもらう最初の機会とし

て、毎週土曜・日曜、祝日、及び学校長期休業中

の 11時から実施した。 

全体の投映時間は 40 分で、歌や掛け声を交え

て、わくわく感の増す内容とした。 

また、番組投映の前には当夜の星空を紹介。 

 

（ア）番組名「キラキラ森のなかまたち 

～まほうのモーフくん～」 

くまのコロタンが友達と共に迷子の宇宙人ピピ

カちゃんの両親を宇宙に探しにいく話を通して、

惑星や流れ星など、身近な天体について紹介する

内容。 

投映期間 2018年 12月 1日（土） 

～6月 16日（日） 

9月 12日（木） 

～2月 21日（金） 

 

（イ）番組名「むしむし星空大行進」 

星座神話にちなんだ名前の昆虫たちを通して星や

生物に親しむ内容で、四季の星座や太陽系の天体、南

半球の星座などを紹介する内容。夏の特別展「世界の

昆虫」に合わせて投映を行った。 

投映期間 6月 18日（火） 

～9月 8日（日） 

 

 

ウ 学習投映 

小中学校の理科・天体学習の理解を深めるため、 

学校団体向けの投映を行うもの。 

当夜の星空を中心に、星座、惑星、太陽・月・星

の動きなどを生解説し、学年に合わせたテーマ番

組の投映を行った。また、熊本市立小学校は 5 年

生時に集団宿泊教室を行うことから、目的地に向

かう前に当館を訪れてもらい、その際にプラネタ

リウム投映を行っている。 
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宿泊教室以外の「学校行事等」での利用にも応じている。各種番組の内容は以下のとおり。

 

（※）学習投映番組一覧 

タイトル 内容 投映回数 学校数 

星 が 見 て き た

KUMAMOTO 

熊本市立小学校 5年生時に行われる「集団宿泊教

室」の事前学習として、宇宙の誕生から現在の熊

本に至るまでの歴史を紹介。 

 8 10 

むしむし星空大行進 

小学校 1・2・3年生向け 

星座神話にちなんだ名前の昆虫たちを通して星

や生物に親しむ内容で、四季の星座や太陽系の天

体、南半球の星座などを紹介。 

 3  3 

スタジオ 444 

～空のフシギを 

さぐれ！～ 

小学校 4年生向け 

教科書での学習内容に合わせ、月の見え方や星の

明るさ、色の違い、時刻による見え方の違いなど

を説明。 

24 25 

ポワンとフーニャン

の宇宙調査隊  

～月と太陽の 

ひみつ～ 

小学校 6年生向け 

教科書での学習内容に合わせ、月の見え方と太

陽・月の位置関係、月と太陽の表面の様子の違い

などを説明。 

 3  3 

この空に願いをこめ

て… 

中学生向け 

教科書での学習内容に合わせ、日周運動、年周運

動、月の公転と満ち欠け、太陽系の天体、銀河系、

宇宙の構造などについて説明。 

 3  3 
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エ 幼児団体向け投映 

幼稚園や保育園などの幼児団体向けの投

映を行うもの。 

投映時間は 40 分で、星空の紹介（生解説）

と幼児向け番組の 2 部構成。 

投映期間と内容は、前述のファミリーア

ワーと同様である。 

 

オ 字幕付きプラネタリウム 

プラネタリウムの投映は映像と音声で構

成されており、聴覚に障がいのある人にと

っては、通常の投映では内容が十分に伝わ

らない面がある。そこで、聴覚に障がいのあ

る人も一緒にプラネタリウムを楽しむこと

ができるよう、字幕付きプラネタリウムを

実施した。 

字幕については、熊本県聴覚障害者情報

提供センターに協力いただいた。 

 

（ア）第 35 回字幕付きプラネタリウム 

投映番組「賢治の星座早見 

～星のものがたり～」 

日 時 6月 8日（土） 

(1)9時 45分～10時 35分 

(2)12時 15分～13時 5分 

参加者 76名 

 

（イ）第 36 回字幕付きプラネタリウム 

投映番組「DARK UNIVERSE」 

日 時 8月 12日（月・振） 

(1)9時 45分～10時 35分 

(2)12時 15分～13時 5分 

参加者 235名 

 

（ウ）第 37 回字幕付きプラネタリウム 

投映番組「星屑の鉱石ラジオ－宇宙の 

創生インフレーション理論－」 

日 時 11月 16日（土） 

(1)9時 45分～10時 35分 

(2)12時 15分～13時 5分 

参加者 30名 

 

（エ）第 38 回字幕付きプラネタリウム 

投映番組「地球ミュージアム」 

日 時 1月 19日（日） 

(1)9時 45分～10時 35分 

(2)12時 15分～13時 5分 

  参加者 190名 

 

カ 特別投映 

（ア）賢治の星のものがたり 

～双子の星～ 

 プラネタリウムを用いた星空投映などの 

演出と共に、宮沢賢治の代表作の一つであ 

る「双子の星」の読み聞かせを行った。 

日 時 6月 9日（日） 

14時 45分～15時 35分 

語り手 志岐 有子 氏 

（ストーリーテリング教室 

「ことのは」講師） 

参加者 170 名 
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（イ）人工衛星つばめ宇宙教室 

宇宙航空研究開発機構（JAXA）の人工 

衛星「つばめ」から九州旅客鉄道株式会社の

熊本総合車両所に留置されている九州新幹

線「つばめ」を撮影するコラボ企画の一環と

して、人工衛星つばめについての解説や撮

影した画像の公開を行う宇宙教室を開催。 

日 時 8月 31日（土） 

14時 45分～15時 25分 

講 師 川崎 春夫 氏 

（JAXA 宇宙科学研究所） 

参加者 160名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）熟睡プラ寝たリウム 

 全国一斉「熟睡プラ寝たリウム」の開催に 

合わせ、気持ちよく眠っていただくための 

プログラム投映を行った。 

日 時 11月 23日（土・祝） 

16時～16時 50分 

参加者 140名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ウ）ポーリーさんの 

ホーリーナイトプラネタリウム 

熊本市内での天体観察会が大人気の星の 

コンシェルジュ🄬のポーリーさんを講師に 

お招きし、クリスマスの頃に見える星空の 

解説を行った。 

日 時 12月 1日（日） 

13時 30分～14時 20分 

講 師 ポーリーさん（村田 祐樹 氏） 

（南阿蘇ルナ天文台） 

参加者 100名 
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（４）天文講演会 

ア 宇宙の不思議：ブラックホール 

全国同時「七夕講演会 2019」の一環とし

て、2019年 4月に話題となったブラックホ

ールの撮像観測を基に、ブラックホールの

天体現象、今後の観測で期待されることな

どについて講演いただいた。 

日 時 7月 7日（日） 

15時～16時 30分 

講 師 小出 眞路 氏 

（熊本大学大学院理学研究科） 

略 歴 1962年大阪府箕面市生まれ。 

1985年名古屋大学理学部物理学科卒業。 

現在、熊本大学大学院理学研究科物理 

科学専攻教授。理学博士。専門は、プ 

ラズマ物理学 

内 容（講演概要） 

講演会開催日の七夕にちなんだお話 

から始まり、天の川銀河、その中心にあ 

るブラックホール、そして 4月に撮影 

されたブラックホールについて…と、 

ブラックホールの基礎から最新の情報 

まで幅広い話題の提供があった。 

最新のブラックホール研究がテーマ 

  ということもあり、一部に難易度の高 

い内容も含まれていたが、閉会後も小 

出氏の周りには質問のために多くの参 

加者が集まってくるなど、市民のブラ 

ックホールへの関心の高さが窺えた。 

参加者 170名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 似ている？似ていない？ 

「あかつき」金星の素顔に接近中 

金星探査機「あかつき」運用の道のりや 

「あかつき」による観測成果など、最新の 

金星科学について講演いただいた。 

日 時 10月 26日（土） 

15時～16時 30分 

講 師 佐藤 毅彦 氏 

（JAXA 宇宙科学研究所） 

略 歴 JAXA 宇宙科学研究所教授。  

総合研究大学院大学宇宙科学専攻教授。 

北海道大学大学院理学院客員教授。理 

学博士。専門分野は、惑星大気圏・電磁 

圏科学。「あかつき」金星探査（2ミク 

ロン・カメラ責任者、プロジェクトサイ 

エンティスト兼務）、木星オーロラ研究 

に従事。 

インターネット天文台、星座カメラ 

i-CAN の開発・活用など、科学教育に 

も積極的に取り組んでいる。 
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内 容（講演概要）  

クイズを交えながらの講演で、子ど 

もたちも佐藤氏とのやり取りを楽しみ 

ながら熱心に耳を傾けていた。 

特に「金星のふしぎな風（スーパーロ 

ーテーション）の速さはどのくらい？」 

というクイズでは、答えが「秒速 100メ 

ートル、新幹線と同じくらいの速さ」と 

発表されると驚きの声が上がっていた。 

金星探査機「あかつき」についての話 

が印象に残った参加者が多かったよう 

で、講演後のアンケートには「あかつき 

の組み立ての動画がかっこよかった」 

「はやぶさのように困難を乗り越えて 

金星に辿りついたことに感動した」な 

ど、「あかつき」関連の感想が多く寄せ 

られた。 

参加者 60名 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ ホットな宇宙を探る 

人間の目では見ることのできない、人の

目では見えない数千万度にも及ぶ高温の宇

宙を探るＸ線天文学について紹介すると共

に、現在計画中の観測装置（X 線天文衛星）

について講演いただいた。 

日 時 12月 22日（日） 

15時～16時 30分 

講 師 粟木 久光 氏 

（愛媛大学宇宙進化研究センター） 

略 歴 石川県出身、名古屋大学大学院 

理学研究科修了（理学博士取得）。京都 

大学理学部助手、愛媛大学理学部助教 

授を経て 2006年より愛媛大学理学部 

教授。2016年から愛媛大学宇宙進化研 

究センター長兼任となり現在に至る。 

専門分野はＸ線天文学。 

 内 容（講演概要） 

レントゲン写真で使われることで知 

られている「Ｘ線」は、そもそもどのよ 

うなものなのかという説明から、Ｘ線 

天文学の基礎、さらには最新のＸ線観 

測衛星の計画について講演いただいた。 

Ｘ線天文学という言葉を聞いたのは 

初めてという参加者も多い中で、例え 

話や身近な話題も交えながらわかりや 

すく説明をしていただき、アンケート 

でも「難しい言葉が出てきたが、わかり 

やすく説明してもらいよく理解でき 

た」「小学生で習っていないところの 

話だったけど易しい説明でわかりやす 

かった」など、よく理解できたという 

感想が多く寄せられた。 

質疑応答の時間だけでなく、講演終 

了後にも学生を中心に多くの参加者が 

集まって粟木氏に質問をしている様子 
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から、X 線天文学への関心の高さが窺 

えた。 

 

参加者 55名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


